
　
　
　

沿
革
の
叙
述
の
詳
細
な
る
に
重
鮎
を
置
い
た
の
で
あ
る
が
、
附

　
　
　

録
設
置
の
間
に
於
け
る
消
息
判
然
と
し
た
い
も
の
が
あ
る
。
狗

　
　
　

之
は
附
録
南
北
就
刑
法
志
に
於
て
特
に
見
ら
れ
る
處
で
あ
る
が

　
　
　

引
用
に
際
し
て
出
典
を
明
示
し
て
ゐ
な
い
鮎
で
あ
る
。
前
者
が

　
　
　

一
二
を
除
く
の
外
正
史
に
刑
法
志
を
訣
い
て
居
り
他
よ
り
補
綴

　
　
　

せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
之
乍

　
　
　

補
っ
た
場
合
殆
ん
ど
出
所
を
明
確
に
記
し
て
居
な
い
の
で
、
原

　
　
　

典
に
営
る
に
際
し
て
少
か
ら
雫
不
便
を
感
ず
る
。
惟
ふ
に
一
貫

　
　
　

せ
る
記
事
を
作
成
す
る
場
合
に
数
種
の
書
を
引
用
す
る
篤
め
、

　
　
　

一
々
出
所
を
阜
示
す
る
こ
と
の
煩
瓊
な
る
を
厭
ひ
し
故
な
ら
ん

　
　
　

と
推
察
せ
ら
る
ｘ
が
、
原
典
の
補
訂
削
除
に
富
っ
て
は
必
ず
北
ハ

　
　
　

理
由
を
註
し
出
典
を
明
確
に
指
示
し
む
く
要
あ
る
は
言
ふ
を
侯

　
　
　

た
な
い
處
で
あ
る
。

　
　
　
　

斯
く
看
じ
来
る
と
本
書
は
種
々
訣
鮎
を
有
し
て
ゐ
る
が
、
従

　
　
　

来
殆
ん
ど
完
成
さ
れ
得
な
か
っ
た
二
十
四
史
の
刑
法
志
を
兎
も

　
　
　

角
此
れ
迄
に
纒
め
上
げ
た
努
は
多
と
す
べ
き
で
あ
る
と
同
時
に

　
　
　

之
に
依
っ
て
支
那
法
律
狸
達
史
を
窺
知
す
る
こ
と
が
比
較
的
容

　
　
　

易
で
あ
り
、
又
無
数
の
見
出
し
は
索
引
的
存
在
價
値
を
有
す
る

　
　
　

も
の
と
し
て
史
料
蒐
集
の
場
合
甚
だ
便
利
で
あ
る
こ
と
を
感
謝

ｍ

　
　

せ
ね
ば
た
ら
た
い
。
更
に
序
文
・
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
様
に
贋
者

が
本
書
に
よ
っ
て
中
國
的
固
有
法
制
精
祁
を
深
切
に
認
識
す
る

こ
と
が
出
来
る
た
ら
ば
、
此
の
編
纂
に
於
け
る
編
者
の
期
す
る

處
に
庶
幾
せ
る
も
の
と
言
へ
よ
う
。
益
に
本
書
の
上
梓
を
祀
箱

す
る
と
共
に
、
前
掲
歴
朝
律
考
以
下
の
刊
行
の
際
先
き
に
述
べ

た
諸
鮎
が
是
正
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
希
望
し
て
μ
■
Ｕ
４
ｉ
い
も
の
で

あ
る
。
（
岡
本
午
一
）

　
　

】
Ｖ
ｌ
ａ
ｒ
ｇ
ｌ
ｎ
ａ
ｌ
ｉ
ａ
　
ｔ
ｏ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｈ
ｉ
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
ｓ
　
ｏ
ｆ

　
　
　

ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｎ
０
ｒ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
　
Ｄ
ｙ
ｎ
ａ
ｓ
ｔ
ｉ
ｅ
ｓ
.

　
　
　

ｂ
ｙ
　
Ｐ
ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ａ
.
　
Ｂ
ｏ
ｏ
ｄ
ｂ
ｅ
ｒ
ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｕ
ｎ
ｉ
ｖ
.
　
ｏ
ｆ
　
Ｃ
ａ
ｌ
.
ｆ
ｏ
ｒ
ｎ
ｉ
ａ
.

　
　
　

其
一

　

Ｔ
ｈ
ｅ
ｏ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌ
ａ
ｃ
ｔ
ｎ
　
Ｓ
ｉ
ｍ
ｏ
ｃ
ａ
ｔ
ｔ
ａ
　
ｏ
ｎ
　
Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ
.

　

紀
元
六
、
七
世
紀
の
ビ
ザ
ン
ツ
史
家
テ
オ
’
フ
ィ
ラ
ク
ツ
ス
・

シ
そ
カ
ツ
タ
は
彼
の
H
i
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ａ
ｅ
第
七
巻
に
東
亜
の
大
王
國
（
印

ち
支
那
）
に
開
す
る
記
述
の
篤
に
一
節
を
割
い
て
ゐ
る
が
、
こ

の
資
料
は
突
蕨
か
ら
獲
ら
れ
た
も
の
で
、
ｙ
ル
Ｊ
・
ボ
ー
ロ
以

前
に
於
け
る
欧
人
の
支
那
に
開
す
る
見
聞
の
尤
た
る
も
の
。
で
あ

る
。
そ
の
支
那
に
開
す
る
１
　
五
項
の
記
事
は
、
事
賓
と
虚
構
と

の
混
合
で
■
＼
Ｓ
ｆ
Ｑ
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
支
那
史
料
と
對
照
批
判
さ

る
べ
き
で
あ
る
。
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以
下
の
各
項
に
就
い
て
検
討
す
る
。

　

⑥

　

そ
の
國
は
大
河
に
よ
っ
て
二
分
せ
ら
れ
、
そ
の
河
は
、

一
つ
は
黒
衣
を
、
他
は
赤
衣
を
着
て
ゐ
る
雨
國
民
の
間
の
境
界

を
な
し
て
ゐ
る
。

　

1
^
　
　
　
　
Ｍ
ａ
ｕ
　
ｉ
ｃ
ｅ
帝
（
５
８
２
-
６
０
２
　
Ａ
.
　
Ｅ
）
・
）
の
世
、
「
黒
衣
」
は

河
を
渡
り
、
「
赤
衣
」
を
征
服
し
、
仝
帝
國
の
主
と
な
っ
た
。

　

大
河
と
は
何
。
赤
衣
・
黒
衣
と
は
何
か
。
著
者
は
六
朝
正
史

か
ら
多
く
の
事
例
を
引
用
し
、
精
細
な
考
鐙
を
進
め
て
ゆ
く
。

　

陳
の
後
主
が
夢
に
黄
衣
の
軍
が
彼
の
郡
を
園
む
と
見
た
の
は

（
隋
書
巻
二
十
三
）
隋
の
軍
服
の
制
式
で
あ
る
。
陳
の
軍
服
の
色

は
梁
制
に
沿
ひ
、
普
通
の
場
合
赤
色
で
あ
っ
た
。
一
方
北
朝
に

於
て
は
北
周
は
黒
、
北
脊
は
赤
で
あ
り
－
５
８
１
　
Ａ
.
Ｉ
）
・
に
隋
が
周

を
簒
っ
た
後
、
約
四
ヶ
月
位
は
軍
服
の
黒
色
を
改
め
な
か
っ

た
。
高
歓
は
章
孝
寛
と
戦
び
利
あ
ら
す
、
翌
年
死
ん
だ
が
、
そ

の
頃
、
黒
蟻
と
黄
蟻
と
が
郷
城
に
闘
ひ
、
黄
蟻
が
死
ん
だ
。
こ

れ
高
歓
の
敗
兆
で
あ
る
と
常
時
一
般
に
信
ぜ
ら
れ
た
。
（
北
脊
書

巻
二
、
六
）
郡
山
の
戦
の
時
、
高
歓
は
道
士
基
母
懐
文
の
勧
め

に
よ
り
、
西
魏
の
黒
色
（
黒
は
水
徳
を
示
し
、
火
た
剋
っ
）
に
剋

っ
た
め
、
旗
幟
の
色
を
黄
色
（
黄
は
土
徳
を
示
し
、
水
に
剋
っ
）

に
更
へ
た
’
（
北
膏
書
巻
四
十
九
、
北
史
巻
八
十
九
）
以
下
ご

書
巷
五
、
隋
書
巻
二
十
三
、
北
周
書
巻
七
、
北
史
巻
八
、
北
斉

書
八
、
の
鐙
佐
に
よ
り
、
東
西
魏
（
５
４
３
-
５
７
７
　
Ａ
.
　
Ｉ
）
・
）
の
軍

除
は
、
東
魏
（
北
有
）
は
赤
又
は
黄
、
西
魏
（
北
周
）
は
黒
と
、
軍

服
の
色
に
よ
り
明
瞭
に
雇
別
さ
れ
、
占
術
や
民
間
に
お
い
て
も

こ
の
聯
想
は
明
確
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
服
制
が
附
國
共
に
交
渉
深
か
り
し
突
朕
を
経
由
し
て
ビ

ザ
ン
ツ
に
傅
へ
ら
れ
た
。
だ
か
ら
シ
ｆ
カ
ツ
タ
の
記
事
は
主
と

し
て
北
支
に
開
し
た
も
の
、
大
河
と
は
黄
河
で
あ
っ
て
、
揚
子

江
の
こ
と
で
は
な
い
。
斉
の
征
服
さ
れ
た
の
は
（
５
７
７
　
Ａ
.
Ｄ
.
）

Ｊ
ｕ
ｓ
ｔ
i
n
　
Ｉ
Ｉ
の
世
で
そ
Ｉ
リ
ス
帝
の
時
で
は
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
記
事
の
源
を
考
へ
る
と
、
ｆ
Ｉ
リ
ス
帝
に
あ
て
だ
建
頭
可

汗
の
書
令
)
８
　
Ａ
.
Ｉ
）
・
）
か
、
突
灰
に
駐
在
せ
る
ビ
ザ
ン
ツ
大
使

に
よ
り
ご
ン
ス
タ
ン
タ
ノ
ー
プ
ル
の
内
府
に
集
め
ら
れ
た
材
料

に
よ
る
か
で
あ
る
。
若
し
前
者
な
ら
ば
、
可
汗
は
壬
Ｉ
リ
ス
帝

と
治
世
を
略
同
じ
う
す
る
所
か
ら
間
違
っ
た
。
（
Ｔ
ａ
ｒ
ｄ
ｏ
ｕ
汗
は

５
７
６
-
ｃ
.
　
６
０
３
　
Ａ
.
　
Ｉ
）
・
在
位
。
）
北
有
滅
亡
の
報
は
鐘
頭
汗
の
時
、

獅
突
灰
に
在
っ
た
Ｖ
ａ
ｌ
ｅ
ｎ
ｔ
i
n
ｕ
ｓ
に
傅
へ
ら
れ
た
か
も
知
れ
な

い
。
と
も
か
く
ビ
ザ
ン
ツ
の
翻
謬
者
・
註
祥
家
が
突
獣
可
汗
の

名
を
皇
帝
の
名
に
な
き
か
へ
・
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
陳
が
隋
に
よ
り
征
服
さ
れ
た
こ
と
も
突
獣
忙
注
意
さ
れ
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な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ビ
ザ
ン
ツ
で
は
こ
の
相
つ
ぐ
大
事
件

を
聞
い
て
爾
者
を
混
既
し
て
了
っ
た
も
の
、
シ
で
刀
ツ
タ
の
記

事
が
本
源
的
に
北
支
の
事
件
を
取
扱
っ
て
ゐ
る
と
見
る
べ
き
で

あ
る
。

　

J

　

1
0

　

1
　
ａ
ｕ
ｇ
ａ
ｓ
ｔ
の
君
主
に
は
七
百
人
の
婦
人
が
侍
す
る
。

　

ぐ

　

隋
文
帝
も
周
武
帝
（
北
脅
を
亡
ぼ
し
た
）
も
娘
御
の
散
は
少

か
っ
た
。
し
か
し
武
帝
の
子
宣
帝
と
北
斉
後
主
緯
は
後
宮
生
活

の
奢
侈
で
有
名
で
あ
る
。
そ
し
て
北
史
巻
八
・
北
斉
１
　
巻
七
に

よ
れ
ば
後
主
の
父
湛
は
夢
に
幽
鬼
を
見
た
が
ご

宮
女
も
そ
れ
を
目
撃
し
た
と
い
ふ
記
事
こ
そ
、
最
も
よ
く
あ
て

は
奎
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　

９

　

都
で
は
妃
娘
は
一
頭
の
牡
牛
の
ひ
く
金
の
車
に
乗
り
、

貴
族
の
婦
人
は
銀
の
単
に
乗
る
。

　

隋
１
　
十
に
よ
れ
ば
周
で
は
、
婦
人
の
乗
る
車
の
若
干
は
牡
牛

が
ひ
く
が
、
大
部
分
は
馬
車
で
あ
る
。
北
斉
で
は
公
主
は
漆
な

り
の
牛
車
に
の
り
、
車
も
牛
も
、
鍍
銀
又
は
地
銀
を
附
け
る
。

　

⑤

　

人
民
が
金
の
装
飾
を
す
る
こ
と
は
法
律
で
禁
ぜ
ら
れ
て

ゐ
る
。
金
銀
は
國
内
で
豊
富
に
商
業
に
よ
り
流
通
し
て
ゐ
る
に

も
係
ら
す
。

　

前
條
の
記
事
が
こ
の
事
を
猿
見
さ
せ
る
。
周
の
宣
帝
が
官
吏

に
金
の
頭
飾
を
止
め
し
め
た
こ
と
。
か
、
又
は
そ
の
文
武
帝
が
節

倹
身
を
持
し
、
金
・
珠
玉
を
用
ひ
す
、
恐
ら
く
國
中
に
も
そ
れ

を
禁
じ
た
で
あ
ら
う
こ
と
が
、
こ
れ
に
富
る
。

　

ぶ

　

王
位
楕
承
の
問
題
は
た
く
君
主
の
家
族
聞
で
世
襲
さ
れ

る
。

　
　
　
　
　

゛

　

㈲

　

偶
像
崇
呉
、
正
し
き
法
、
中
庸
を
え
た
智
は
住
民
の
特

性
で
あ
る
。

　

こ
れ
説
明
を
要
せ
ぬ
。
偶
像
崇
呉
は
佛
教
を
さ
す
、
北
脊
の

方
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
宣
ハ
他
は
遊
牧
人
が
漢
人
の
如
き
文
明
民

族
を
記
述
す
る
常
套
文
句
で
あ
る
。

　

②

　

ダ
ウ
ガ
ス
の
君
主
は
９
　
の
子
を
意
味
す
る
語
Ｔ
ｍ
ｕ
ａ
ｉ
ｕ

と
呼
ば
れ
る
。

　

Ｋ
ｌ
ａ
ｐ
ｒ
ｏ
ｔ
ｈ
以
来
、
こ
の
語
を
天
子
の
誂
と
な
１
　
、
Ｍ
ａ
ｒ
-

ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｔ
は
ア
ル
メ
ー
一
ア
人
が
外
國
王
を
よ
ぶ
Ｔ
Ａ
ｖ
ａ
ｃ
t
ｎ
に
修
正

比
定
し
た
。
ユ
ー
ル
は
唐
の
太
宗
と
し
た
。
し
か
し
こ
れ
仕
大

上
の
謬
と
見
る
の
が
最
適
で
あ
る
。
庭
さ
れ
た
り
自
ら
禰
位
し

た
君
主
が
犬
上
と
柵
せ
ら
れ
た
例
は
、
司
馬
倫
に
慶
さ
れ
た
司

馬
衷
、
子
の
呂
紹
に
呼
っ
た
後
涼
の
呂
光
、
北
魏
の
駄
文
帝
弘
、

北
斉
の
高
湛
、
同
じ
く
高
緯
、
天
元
と
特
に
稀
し
た
け
れ
ど
北

周
の
宇
文
替
、
隋
文
帝
、
唐
の
李
淵
に
よ
り
隋
場
帝
、
及
び
李

一一87-
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淵
自
身
で
あ
る
。

　
　
　
　

注
意
す
べ
き
は
自
我
的
に
即
位
し
て
大
上
と
な
っ
た
人
々
は

　
　
　

猶
重
要
國
事
處
理
の
唐
を
保
有
し
、
献
文
帝
の
如
き
は
嬬
々
・

　
　
　

餓
勒
征
伐
の
如
き
、
特
に
對
外
的
な
軍
事
・
政
治
を
主
宰
し
た
。

　
　
　

高
湛

　

宇
文
贅
も
こ
の
例
に
洩
れ
な
い
と
思
は
れ
る
。

　
　
　
　

今
問
題
と
な
っ
て
ゐ
る
時
代
、
北
支
で
大
上
と
梱
し
た
君
主

　
　
　

は
、

h
ａ
ｃ
ｉ

　

㈲
索
頭
ｊ
よ
ｂ
ａ
ｓ
圈
被
は
れ
た
る
、
鋭
の
中
で
生
れ

た
る
（
蒙
古
語
）
Ｊ
'

＋

ｑ
ｕ
ｂ
ｃ
ａ
㈲
元
↓
源
践
は
（
ト
ル
ニ
Ｅ
）

ｂ
ａ
ｓ
　
　
　
　
t
-
逐
勉
ｄ
'
ｕ
i
k
　
ｂ
'
ｕ
ａ
ｔ
　
　
　
ｏ
ｃ
金
ｉ
ｉ
エ
ｔ
ｏ
　
;
３
ｕ
;
'
ａ
ｃ
ｉ
山
を
越
え

た
る
彼
等
ｄ
ａ
ｂ
ａ
ｒ
ａ
ｃ
ｉ
　
（
蒙
古
語
）
暗
示
さ
れ
た
ト
ル
・
・
蒙
古

の
語
源
論
は
、
喉
昔
と
唇
音
と
の
字
位
韓
換
（
づ
ａ
ｋ
-
ｂ
'
ｕ
ａ
ｔ
　
ｖ
ｓ
.

ｔ
ｋ
.
、
一
「
ａ
ｂ
ｒ
ａ
ｃ
」
は
偶
然
で
は
た
く
、
支
那
週
境
で
Ｉ
ａ
ｏ
ｒ
ａ
ｏ
が

延
々
Ｔ
ａ
ｒ
ｂ
ａ
ｃ
｡
　
Ｔ
ｏ
ｒ
ｂ
ａ
ｃ
　
A
l
響
い
た
こ
と
を
示
す
。

　

川
北
膏
で
五
六
五
―
五
六
九
、
開
北
斉
で
五
七
七
年
中
牛
月

　
　
　

⑧

　

タ
や
ガ
ス
市
は
ア
レ
キ
サ
ン
デ
ル
大
王
に
よ
り
、
そ
の

間
、
０
　
周
で
五
七
九
年
四
月
か
ら
五
八
〇
年
六
月
迄
、
三
人
あ

　
　

バ
ク
ト
リ
ア
。
ツ
グ
ヂ
ア
ナ
征
服
の
後
建
設
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｙ

る
。
特
に
高
湛
が
犬
上
を
栃
し
た
年
こ
何
と
突
阪
と
の
閲
係
は

　
　
　

澗

　

タ
ウ
ガ
ス
か
ら
数
哩
は
な
れ
て
Ｋ
ｈ
ｕ
ｂ
ｄ
ａ
ｎ
Ｃ
ｘ
ｏ
ｙ
ｆ
ｉ
ｆ
Ｊ
＾
ｖ
）

親
密
に
た
り
、
周
宣
帝
の
最
後
の
二
年
に
、
斉
の
太
上
の
従
弟

　
　

と
呼
ば
れ
る
都
市
あ
り
、
亦
ア
レ
千
サ
ン
デ
ル
に
よ
わ
建
設
さ

高
紹
義
を
援
け
そ
の
強
敵
の
周
の
太
上
に
富
つ
た
。
シ
ｆ
カ
ツ

タ
の
記
事
は
こ
れ
を
斥
し
た
も
の
。

　

巾
そ
の
國
、
そ
の
國
民
そ
の
主
都
は
タ
ウ
ガ
ス
と
呼
ば
れ
る
。

　

扱
、
P
e
l
l
i
o
ｔ
（
Ｔ
Ｐ
.
　
１
９
１
２
｡
　
７
９
２
）
教
授
は
１
　
ａ
ａ
ｇ
ａ
ｒ
ｔ
の
名

は
北
魏
を
ト
ル
ー
や
蒙
盾
の
呼
ん
だ
俗
伺
、
拓
哉
ｆ
ａ
ｋ
-
ｂ
ｕ
ａ
ｔ

を
寫
し
た
も
の
で
、
ト
ル
こ

Ｔ
ａ
ｂ
ｒ
ａ
ｃ
　
Ｔ
ａ
ｂ
ｑ
ａ
ｃ
の
形
に
営
る
と
主
張
し
た
。

　

拓
哉
の
語
義
に
開
し
て
は
、
出
土
后
（
ト
ル
ｎ
語
）
　
ｔ
ａ
r
ｂ
ａ
ｐ
-
o
i
｡

ｔ
ａ
ｒ
-
ｂ
ａ
ｇ
ｉ
　
　
　
２
ｉ
奴
隷
（
ト
ル
？
語
）
　
ｔ
ａ
ｂ
ｉ
r
c
i
　
　
　
M
.
長
孫
’
心
十
魚
Λ

れ
た
と
云
ふ
。

　

ｊ

　

弱

　

二
の
河
が
糸
杉
の
並
ん
だ
そ
の
市
を
貫
流
す
る
。
Ｋ
ｈ
ｕ
-

　

ぐ

ｂ
ｄ
ａ
ｎ
は
周
の
長
安
地
方
を
指
し
た
に
違
０
　
な
い
が
、
そ
の
語

は
漢
代
の
蹊
陽
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
｡
　
ｐ
'
ａ
ヨ
ー
ｄ
ａ
ｎ
ｇ
の
名
を
寫
し
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
。
二
河
は
滑
・
５
　
二
水
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
人
は
ア

レ
キ
サ
ン
デ
ル
の
征
服
が
支
那
に
及
ん
だ
と
想
像
し
、
ト
ル
コ

人
が
そ
れ
を
相
承
け
て
、
大
王
に
よ
り
こ
の
市
が
建
設
さ
れ
た

と
す
る
Ａ
ｌ
ｅ
ｘ
ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｉ
ａ
ｎ
　
ｂ
ａ
ｇ
ａ
を
作
っ
た
。

陶

　

タ
ウ
ガ
ス
の
人
民
は
印
度
人
と
交
易
し
多
数
の
象
を
有
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す
る
。

　
　
　
　

漑

　

彼
等
は
置
を
飼
ひ
、
養
罠
に
秀
づ
。

　
　
　
　
　
　

｀

　
　
　
　

象
は
南
方
か
ら
の
貢
物
で
あ
つ
た
か
ら
、
ト
ル
ユ
人
の
見
聞

　
　

‘

　

が
黄
河
以
南
に
及
ん
だ
と
い
ふ
誼
肆
に
な
る
。

　
　
　
　

狸

　

婦
人
は
剃
髪
黒
衣
し
て
主
君
の
喪
に
服
し
、
陵
の
傍
を

　
　
　
　

ぐ

　
　
　

去
る
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
る
。

　
　
　
　

こ
れ
は
后
妃
・
宮
女
が
皇
帝
の
死
其
他
の
場
合
、
佛
寺
に
避

　
　
　

難
し
、
尼
と
な
る
風
習
を
傅
聞
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　

要
之
、
テ
オ
フ
ィ
ラ
ク
ツ
ス
ー
シ
で

　
　
　

紀
末
北
支
那
の
驚
く
べ
き
正
確
な
記
述
を
残
し
て
ゐ
る
鮎
で
貴

　
　
　

重
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

其
一
一

　

〇
ｎ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｕ
ｓ
ｅ
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
A
n
i
m
a
l
　
Ｃ
ｖ
ｄ
ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ａ
ｍ
ｏ
ｎ
ｇ
　
”
Ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
-
Ｍ
ｏ
ｎ
ｇ
ｏ
ｌ
ｓ
”

　
　
　
　

ペ
リ
オ
教
授
は
、
ヽ
そ
の
。
'
Ｌ
ｅ
　
p
l
ｕ
ｓ
　
　
　
ａ
ｎ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
　
　
　
ｅ
ｘ
ａ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
　
　
　
ｄ
ｕ

　
　
　

ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
ｄ
ｏ
ｕ
ｚ
ｅ
　
ａ
ｎ
ｉ
ｍ
ａ
ｕ
ｘ
　
　
ｃ
ｈ
ｅ
ｚ
　
　
　
l
e
ｓ
　
　
　
Ｔ
ｕ
ｒ
ｃ
ｓ
"
（
Ｉ
Ｔ
.
　
２
６
｡

　
　
　

２
０
１
-
２
１
２
）
に
お
い
て
、
ト
ル
ユ
族
の
間
で
最
も
早
く
獣
圏
が

　
　
　

使
用
芯
れ
た
例
は
沙
鉢
略
が
隋
文
帝
に
あ
て
た
書
面
で
、
開
皇

　
　
　

四
年
甲
辰
（
５
８
４
　
Ａ
.
　
Ｄ
.
）
　
＾
Ｕ
圏
の
龍
に
富
る
支
那
の
十
二
支

　
　
　

の
辰
字
で
指
示
し
て
ゐ
る
こ
と
を
鐙
し
た
。
し
か
し
ト
ル
Ｊ
・

Ｓ

　
　

｀
１
’
族
の
間
で
獣
名
を
以
て
年
を
呼
ぶ
こ
と
（
十
二
支
で
は

　

な
く
て
）
は
（
５
６
４
　
Ａ
.
　
Ｉ
）
・
）
北
斉
に
人
質
に
な
っ
て
ゐ
た
宇
文

　

閻
姫
の
名
で
そ
の
子
宇
文
護
に
あ
て
ら
れ
た
手
紙
の
中
の
「
汝

　

兄
弟
大
者
場
鼠
、
次
者
麟
兎
、
汝
身
属
蛇
」
に
見
え
る
。
閣
姫

　

と
宇
文
頴
と
の
間
の
子
、
什
肥
（
Ａ
.
　
Ｄ
.
　
５
０
８
戊
子
生
）
護
ぷ

　

｝
・
｀
奈
巳
生
）
導
（
５
１
１
-
５
５
５
辛
卯
生
）
で
あ
る
。
即
ち
北

　

族
の
間
で
営
時
、
生
れ
た
子
を
そ
。
の
年
の
十
二
支
で
呼
ぶ
風
習

。
が
あ
っ
た
。
北
史
巻
七
高
洋
傅
に
「
馬
子
入
石
室
三
千
六
百
日
」

　

と
い
ふ
識
が
あ
る
が
、
此
は
高
洋
印
位
後
三
千
六
百
日
以
内
に

　

午
年
の
高
湛
（
５
３
８
-
）
が
石
虎
の
建
設
し
た
扉
の
宮
廷
に
入

　

る
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。
北
史
五
の
宇
文
案
の
政
治
的
役
割
を

　

慄
言
し
た
「
狐
非
狐
。
絡
非
絡
。
焦
梨
狗
子
習
断
索
」
の
言
は

　

泰
の
字
黒
癩
が
拓
哉
氏
（
索
頭
）
に
代
る
と
。
と
を
意
味
し
、
案
は

　

五
五
六
年
、
五
十
歳
で
死
ん
だ
か
ら
、
五
〇
六
年
生
れ
と
す
れ

　

ば
丙
戌
の
年
で
あ
る
。

　
　

こ
の
風
習
ｌ
即
ち
獣
圏
の

　

ｃ
ｈ
ｒ
ｏ
ｎ
ｏ
ｇ
ｒ
a
m
m
a
ｔ
i
c

　

の
適
用

　

は
更
に
古
く
、
石
虎
は
永
喜
五
年
（
３
１
１
）
　
ｙ
十
七
歳
で
あ
っ
た

お
ら
二
九
大
年
甲
寅
星
れ
（
賢
特
に
詣
。
ず
奏
名
付

け
ら
れ
、
石
勒
の
名
は
匍
勒
の
略
で
、
ト
ル
ご
・
｀
Ｉ
コ
系
の

b
l
ｑ
ｓ
ｕ
ｎ
の
謬
で
‘
あ
る
。
彼
は
二
七
二
年
壬
辰
に
生
れ
た
か
受
胎

し
て
、
龍
の
特
殊
な
保
護
に
あ
る
と
信
じ
た
も
の
だ
ら
う
。
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こ
の
風
習
が
支
那
起
源
か
北
族
起
源
か
は
決
し
が
た
い
。
純

支
那
的
と
認
め
ら
れ
る
の
は
曹
虎
（
南
斉
書
営
二
十
）
の
例
で
あ

る
。
又
、
南
１
　
の
東
昏
僕
は
野
猪
と
よ
ば
れ
賓
に
四
八
三
年
葵

亥
の
生
れ
、
梁
武
帝
は
四
六
四
年
甲
辰
の
生
れ
で
龍
と
し
て
語

ら
れ
、
四
六
二
壬
寅
生
－
五
〇
一
年
死
の
蕭
頴
冑
は
現
と
斥
言

さ
れ
た
。
支
那
固
有
の
獣
圏
の
紀
年
學
的
使
用
の
研
究
は
更
に

大
き
な
問
題
を
構
成
し
て
ゐ
る
。

　

以
上
、
論
文
の
大
要
で
あ
る
。
著
者
の
態
度
は
考
鐙
す
る
者

の
正
に
と
る
べ
き
着
鳶
精
到
を
有
し
、
支
那
史
料
の
中
か
ら
可

及
的
多
く
の
事
例
を
援
引
し
来
り
撒
餌
の
可
能
な
る
解
祥
の
内

に
就
い
て
最
も
蓋
然
的
た
る
も
の
を
探
り
、
そ
の
確
貧
性
の
根

嫁
と
共
に
、
史
料
に
誤
謬
苧
差
異
の
生
す
る
因
由
を
明
か
に
し

以
て
そ
の
論
断
を
重
か
ら
し
め
て
ゐ
る
。
史
料
の
映
乏
が
そ
の

考
捨
の
筋
道
を
困
難
な
ら
し
め
て
ゐ
る
勘
な
き
に
非
ず
と
は
云

へ
、
仝
値
に
向
け
ら
れ
た
洞
察
は
結
論
を
誤
ら
し
め
て
ゐ
な

い
。
第
一
の
テ
オ
フ
ィ
ラ
ツ
ク
ス
の
本
文
批
判
に
就
い
て
は
、

夙
に
桑
原
博
士
は
「
支
那
人
を
指
す
タ
ウ
ガ
ス
又
は
タ
ム
ガ
ジ

さ
兪
呼
に
就
い
こ
（
皿
誰
悶
）
に
玲
解
樺
早
良

た
。
今
、
著
者
の
所
論
の
中
、
注
意
す
べ
き
は
、
東
魏
（
北
有
丿

　

の
悔
色
が
赤
な
り
し
こ
と
を
以
て
、
シ
そ
カ
ツ
タ
は
主
と
七
て

　

北
支
に
於
け
る
周
斉
の
孚
ひ
を
傅
へ
た
も
の
で
、
會
々
隋
が
陳

　

を
平
定
し
た
記
事
と
混
同
し
た
も
の
、
従
っ
て
、
ク
ラ
プ
ロ
ー

　

ト
の
説
に
反
對
し
、
大
河
は
む
し
ろ
黄
河
と
す
べ
き
こ
と
を
断

　

じ
た
。
叉
、
Ｔ
ｃ
Ｈ
ｎ
ａ
ｉ
.
Ｕ
太
上
説
の
創
唱
は
「
祁
の
子
」
の
意
味

　

に
そ
ぐ
は
ぬ
訣
鮎
は
あ
る
が
軍
に
語
の
解
祥
の
外
に
、
會
々
六

　

朝
時
代
の
君
主
政
治
の
愛
態
を
注
意
し
た
る
鮎
で
、
我
展
す
べ

　

き
問
題
を
は
ら
ん
で
ゐ
る
。
タ
ウ
ガ
ス
の
語
義
の
解
祥
に
っ
い

　

て
は
、
大
胆
｛
｝
ｅ
　
Ｉ
ｊ
ｕ
ｉ
ｇ
ｎ
ｅ
ｓ
｡
白
鳥
P
e
l
l
i
o
ｔ
諸
氏
の
北
魏
に
あ

　

て
る
も
の
、
H
i
ｒ
ｔ
ｈ
｡
　
Ｌ
ａ
ｕ
ｆ
ｅ
ｒ
桑
原
諸
氏
の
唐
に
あ
て
る
も
の
、

　

の
二
次
あ
ひ
、
特
に
桑
原
博
士
は
前
記
論
文
で
唐
家
子
説
を
創

　

唱
さ
れ
た
が
、
著
者
は
ペ
リ
オ
教
授
の
説
を
承
け
、
そ
の
土
名
の

　

語
源
の
解
憚
が
い
か
に
困
難
で
あ
る
か
、
然
し
歴
史
家
や
祀
音

ｆ
制
度
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
賓
際
の
意
味
が
昔
嘗
っ
て

　

何
で
あ
り
し
か
を
我
見
す
る
こ
と
よ
り
も
意
味
せ
ら
れ
た
る
名

　

を
い
か
に
民
衆
が
考
へ
た
か
を
知
る
こ
と
が
更
に
重
要
で
あ
る

　

と
論
じ
て
ゐ
る
。
六
朝
時
代
の
五
行
況
や
獣
圏
使
用
の
現
象
は

　

西
方
史
料
と
支
那
史
料
と
の
比
較
考
誼
に
腸
我
さ
れ
て
六
朝
文

　

明
の
性
質
を
解
明
す
る
一
の
有
力
た
る
手
掛
り
と
た
る
で
あ
ら

　

う
。
〔
Ｈ
Ｊ
.
Ａ
.
Ｓ
.
　
Ｖ
ｏ
ｌ
.
　
３
　
ｎ
.
　
３
４
４
.
　
Ｄ
ｅ
ｓ
.
　
１
Ｄ
３
８
１

　

「
宮
川
尚
志
」
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